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HANDSプロジェクトではここ３年間、「多言語
による高校進学ガイダンス」を継続して実施し、そ
のあり方については議論を重ねてきました。この事
業の現状と課題について、幅広い立場でいろいろ
な方々の視点から議論し、問題点などを共有して、
今後に生かしていければと思っております。「多言
語による高校進学ガイダンス」を開催した、あるい
は、開催予定の 3つの市教育委員会のご担当者よ
りお話しをいただきましたので、その一部を紹介い
たします。
大根田： 11月 4日に真岡市におきまして高校進学
ガイダンスを実施しました。
　周知対象者ですが、昨年は、中学校の外国人
が在籍している学校に通知をださせて希望をとりま
した。今年は、ちょっと広げまして、小学校にも配
布しまして希望をとりました。
　個人的に私が一番嬉しかったのは、休憩の時間
等に父兄の方に呼び止められまして、｢今日、本当
にやってくれて良かったよ。今までわからなかった
ことが、わかって、本当に良かった｣ と言ってもら
えたことです。
　そして何よりもやってみて思ったのですが、ガイダ
ンスの意義として、もちろん、進学についての情報
を伝えるということで、一番の目的は、中学の 3 年
生に対して情報を与えるということだったのですが、
それ以上に私が思うには、小学生に通知を出して
みたことで、急に準備をすると言ってもなかなか出
来ないが、小学校の段階から、そういう情報を伝
えられるということが出来たことで、意欲付け、将
来について考えるいいきっかけになったんじゃない
のかと感じました。
萩原：２市 1町、大田原市・那須塩原市・那須町
に呼びかけをいたしまして、明日、大田原市におき
まして、初めて進学ガイダンスを開催する運びになっ
ております。現在、１１家族の申し込みを受けてい
るところです。今回のガイダンスは、まだ実施して
おりませんが、課題としては、周知方法であった
り、参加率をいかに上げていくかという点です。そ
のためには、開催の時期や場所ですが、大田原市
内からですと端の方で行うものですから、もっと便
利なところで開催して欲しかったという声を聞けた
ので、今後の検討課題です。開催時期もこの時期
が良いのか、中学校３年生の３者懇談がすでに始
まっている時期なのでもっと早い時期に、例えば夏
休み前に行うべきなのかな、と思います。もう１点
は、これをいかに継続していけるかと、継続してい
くための方策を考える必要があるのかと思います。
通訳者や翻訳者の人材の確保ですとか、その人件
費の件もクリアしていくことが今後の課題になるの
かなと思います。
山本：成果や課題については、お二人からお話があ
りましたので、もう少し広い角度から、中学生の高
校進学ということについて、私なりに思っていること
を少しお話しいたします。先ほどの第 1部で宇大の
学生さんたちが、実体験を通していろいろな壁を乗
り越えて、ここまで歩んでこられたという姿を拝見し
ながら、とても嬉しく感じました。そして一番私の心
の中に浮かんでいたのは、私の前を過ぎていったた
くさんの外国人児童生徒の子どもたちでした。
　ある男の子が言っていたことを思い出しました。
小さいときに来たので、日本語も流暢で、学力もあ
りましたし、英語も出来ました。でも彼がつぶやい
ていたのが、｢先生、俺、大変なんだよ。日本語も
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やんなきゃなんない。英語も受検で必要だからやる。
でも家に帰ったら、ポルトガル語もやれって言われ
る。もう、俺、苦しくてしょうがないよ｣。
　それから、中学２年生でやって来て、私のクラス
に入ったA 君という子がいました。本当に日本語
がわからないで中学２年の真ん中にやってきて、中
学３年生で、｢普通の県立高校に行って、パイロッ
トになりたい｣ という夢がありました。進学ガイダン
スというシステムがなかったので、お母さんを呼び、
本人を呼び、私が日本語と英語で説明し、彼がそ
れをポルトガル語に直し、ものすごい時間を掛けて
説明をしました。結果、県立高校を目指すことにな
り、県立高校の特別措置での受検を仕立て、毎日
毎日小論文、作文の練習を彼と二人で一生懸命やっ
て、結局その子は県立高校に入りました。その後、
今どうしているのかと思い出していました。
　もう一人ペルーから来た女の子で、その子は中学
校で入ってきたのですが、非常に頭が良くて、日本
語を教えると「あいうえお」がすっと頭に入ってい
きました。医者になりたいと言っていましたが、彼
女が選んだのは就職でした。なぜならば、中学校
に入ってからの生活言語力だけでは高校への道が
厳しかったからです。入試をクリアできる学力まで
追いつかず彼女は就職しました。その時私はとて
も悲しかったです。その子がもし母国にいたら医者
になっていたんだろうなと思った時に、そういう子
どもたちは自分の意志ではなく、親のいろいろな都
合などによって人生を左右されている、そういう選
択肢をさせられているんだと。
　過ぎていった子どもたちのことをあれこれ思いな
がら、外国籍の子ども達をみんなで、それぞれの
立場でサポ トーしていくための連携のシステムから
図られていったらいいのではないのかと思いました。
最後に、田巻研究代表から、3つの特にやらな
ければならないことについてお話がありました。
田巻：ＨＡＮＤＳ事業の中でこの「多言語による高
校進学ガイダンス」はとても大事な事業の一つです。
ＨＡＮＤＳは、前身も含めればもう7，8 年になり
ますけれども、そのプロセスの中で外国人の子ど
もの高校進学が難しいという現状を理解するように
なって、その中でガイダンスの意義を認識し、始まっ
ていったのです。
　今後は、特にやらなければいけないことが 3つ
ほどあります。1つは、どうやったら継続していけ
るのかということです。大きな意義が認められても
継続できなければ何もならない。僕としては、ガイ
ダンスを始めとするＨＡＮＤＳの諸事業を研究代表
者である自分が率先していかなければいけないの
ではないのかと思っています。
　2 つ目として、一応 3 年間で計 7回のガイダンス
開催を実現しまして、多少の蓄積が出来てきました。
ガイダンスでそのような質疑が交わされたのかなどを
整理し、広くご覧いただけるような形にするというこ
とが僕にできることの一つなのかなと思っています。
　そして、3つ目として、外国人の子どもたちの高校
進学率が低いことの現状や背景について、明らかに
しなければならないことがたくさんあると思います。
中学卒業後の外国人生徒の進路調査を継続してい
ますが、外国人の子どもの高校進学問題を体系的
に研究することが問われていると思います。それに
よって、学校現場での進路指導の面や学習支援な
どの面で、参考になる論点などが得られるでしょう。
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　大変視野の広がる機会となりました。学生たちが
とても真剣に取り組み、考えていることが分かった
ことも嬉しいです。小学校に勤務していると、どう
しても「今必要な研修」にばかり目が向いてしまう
ので、今日のように幅広い人が集い、幅広い視点
から、１つのことをみんなで考える機会をいただい
たことに感謝します。
50 代・教諭
　このプロジェクトは、今後も継続･発展し、地域
のリーダーシップをとって欲しい。
20 代・学生
　やはり現場を知っている先生方、自ら ｢外国人
生徒｣ であった学生の話は力があって、聞く人の
心にも残ると思います。生の声が聞ける場がこれか
